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白山媛神社大祭：５月 3、4日に毎年神輿と十万石の大名行列が旧北国街道を練り歩きます。
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「ロータリーを実践し	
 みんなに豊かな人生を」	
 
記事：Daniela Garcia  

米国サンディエゴで開催中の 2013年国際協議会の開会本会議で、ロン・バートン会
長エレクトが 2013-14年度のテーマ、「ロータリーを実践し	
 みんなに豊かな人生を」
を発表しました。国際協議会は、次期地区ガバナーが世界中から集まり、次年度の就

任に向けて研修を受けるための会合です。  

「ロータリーの奉仕の発展を心から願うならば、今、ここにいる私たちが抱いている

のと同じ気持ちを、すべてのロータリアンに抱いてもらわなければなりません」とバ
ートン会長エレクト。「すべてのロータリアンが重要な役割を果たすようにするとと

もに、その貢献を称えることが必要です」  

ロータリー財団の新しい補助金モデル が 7月から全地区に導入されることに触れた
会長エレクトは、今がロータリアンにとって「興奮に満ちたとき」であると述べまし

た。2010年以来、約 100の試験地区が活用してきた新しい補助金モデルは、「ロータ
リー財団の新たな時代の幕開け」であり、人々の人生を豊かにするロータリーの可能

性を実現する機会であると、会長エレクトは述べます。「（未来の夢は）ロータリー
の素晴らしさをすべて取り入れ、さらに大きく、持続可能な国際プロジェクトを促す

と同時に、地域社会のニーズに応える地元プロジェクトの柔軟性を高めることによっ
て、ロータリーを新しい次元へと昇華させるもの」と話す会長エレクトは、新システ

ムへの移行において、地区ロータリー財団委員長と協力してクラブを援助するよう、
次期ガバナーに呼びかけました。  
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協議会に先立ち、会長エレクトは、「模範を示して導く」ために、次期ガバナー全員
がロータリー財団に寄付を行うよう求めました。その結果、全 537地区のガバナー・
エレクトから寄付が寄せられ、さらに RI理事会と財団管理委員会も全員が寄付した
ことにより、総額で 675,412ドルが集まったことが、会長エレクトから発表されまし
た。「もし私が寄付をお願いしていなければ、これだけの寄付は集まらなかったので
はないか」と話す会長エレクトは、次のように続けました。「これは、今日ここにい

る私たち全員が心得ておくべきことだと思います。誰かに何かをしてもらいとき、相
手がそれに気づいて自発的に行動するのを待つか、お願いするか、二つの選択肢があ

りますが、後者のほうがずっと理にかなっているのではないでしょうか」  

会長エレクトはさらに、これが会員増強にも当てはまると述べ、新会員候補者に入会
をお願いすることは全ロータリアンの責任であると強調しました。国際キワニスの青

少年プログラム、キー・クラブに所属していた自らの高校時代に触れ、「自分はいつ
かキワニアンになるだろうと思っていた」と語るバートン会長エレクト。しかし、実

際に入会を誘ってきたのはオクラホマ州のノーマン・ロータリー・クラブだったこと
から、結果的にロータリーに入会することになったと話します。「ですから、まずは

お願いすることが重要なのです」  

さらに、会員増強の活動は新会員を入会させたときに終わるのではないと、会長エレ

クトは訴えます。「入会した新会員がロータリーに積極的に参加し、ロータリーによ
って意欲を高め、ロータリーの奉仕のパワーで人々の人生を豊かにできるようになっ

て初めて、仕事が終わったことになるのです」 
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日本ロータリーの立ち位置と	
 
世界平和への道	
 
	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 国際ロータリー第２５６０地区	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2012〜2013 年度	
 ガバナー	
 	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 鈴木	
 重壱（長岡 RC）	
 

  
 
	
 我々は根拠もない漠然たる夢を抱き２１世紀を迎えてから、はや四半世紀が経とう
としている。しかし、世界の状況を鑑みるにそれが平和ボケした甘っちょろい夢想だ
ったことを思い知らされた。 
	
 心ある多くのロータリアン諸兄も、日々続く様々なストレスに、一向に出口が見え
ないというある種の倦怠感と同時に途方もない危機感に茫然としながらも未来への
責任を考え、ロータリアンとしていかにあるべきか自問しておられるのではと推察し
ます。 
	
 であるならば、国際社会がグローバル化と多様化の中で、それぞれ我田引水の自己
主張の増幅によってもたらした「世界的大混乱」という「制御不能に陥る一歩手前」
とも思える現状に無関心ではならない。 
	
 我が国の国際的立ち位置を思うとき、今こそロータリアンとして、この国難打開の
為に「正しい進路を指し示すと共に、その先頭に立って自ら実践して行く必要がある」
と強く認識すべき時であります。 
	
 我々が「責任ある未来」を後世に残すためには、これまでに無い価値観を創造する
必要があり、そのためには「創造的破壊？」を進め「新たな文明の創造」を構築する
必要があります。 
	
 その時に、その根本に据えるべき理念こそが、世界のあらゆる宗教、政治、イデオ
ロギーという人間の持つ「業」を一蹴するエナジーを持つロータリーのアイディンテ
ィティだといえます。 
	
 なぜならば、ロータリーの究極は世界平和であり相互扶助であって、自らが奉仕の
理想の旗を掲げ「最も良く奉仕する者は最もよく報われる」ことを心の支えとし、日々
生きる指針「４つのテスト」に心を照らす共通の道標であり、地域を代表しうるロー
タリアンにはその「先達としての自負と責任がある」からであります。 
しかし、そこで肝心なのは、グローバルといえども依然として国家という枠組みで
ひしめき合っているという現実は無視できません。そのことを自覚し、個々の職業に
邁進するだけでなく、常に広い視野で「国家観・世界観」を醸成し、次代の育成に努
めなければならないということであります。 
たとえば、ロータリーが掲げる「新世代への奉仕」という視点を取ってみれば、こ
の国の立ち位置と未来に向けて今何をすべきかが見えてきます。 
そうした視点から私はロータリーが先導する形で、日本に拠点を置いた「アジアを
中心とした産学協働ネットワークシステム」を念頭に、昨年９月に長岡高等工業専門
学校インターアクトクラブ諸君と共に沖縄にある幾つかのインターアクトクラブを
訪問し、日本の将来を担う新たな突破口として位置付けられている「沖縄ＩＴ津梁特
区」を訪問してまいりました。	
 	
  
これからは、地区という単位だけではなく日本の全ロータリーの英知を結集して国
難からの脱却を考えねばなれません。それには、インターアクト・ローターアクト・
青少年交換・財団・米山などの関連セクションが大きな夢と希望を共有して具体のア
クションによって国家に貢献しなければと考えます。そして、日本がアジアの同胞に
信頼され、より良いパートナーシップを維持し共に協働発展するためにも、ひとりで
も多くの人材の育成が急がれます。これらのプログラムこそロータリーの真骨頂とす
べきと考えます。 
	
 今こそロータリーは国家を背負う人材集団としての自覚と責任において、勇気を持
った対応が望まれているのです。 
	
 新たな時代の創造の為、時は来たり！	
 動けロータリー！！     
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米山カウンセラー研修会のご報告	
 

	
 

国際ロータリー第２５６０地区	
 

ロータリー財団委員会	
 奨学生選考委員長	
 

田中	
 雅史（新潟南ＲＣ） 
	
 

	
 3 月 30 日、新潟市の万代シルバーホテルにおいて、2013 学年度米山奨学生カウン

セラー研修会が開催されました。	
 

	
 ロータリー年度は 7月からですが、米山年度は日本国内の学校制度を基本としてい

るため 4 月から新しい奨学生を迎えます。当地区では、新学年度 21 名の奨学生を受

け入れますが、昨年度から継続する 10 名に加えて新規で 11 名の学生を採用していま

す。今回の研修会は彼らをサポートする 11 名の新しいカウンセラーへの研修として

開催されました。	
 

	
 民間団体として国内最大規模を誇るロータリー米山記念奨学制度。この制度の他に

類を見ない大きな特徴は、世話クラブとカウンセラーの存在です。特にカウンセラー

制度があることで、奨学生たちは不安なく学究生活に没頭できると共に、ロータリー

の奉仕の精神に包まれることができるのです。また、カウンセラーにとっても母国と

日本との架け橋にならんとする優秀な留学生と、親子のように接することのできる機

会はそうあるものではありません。ほとんどのカウンセラーはやって良かったと言わ

れる所以です。	
 

	
 研修会にご臨席下さいました鈴木 G、山﨑 GE に感謝申し上げますと共に、奨学生と

カウンセラーの皆様の意義ある奨学生活を祈念してご報告とさせていただきます。	
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長岡西 RC 創立 30 周年記念祝賀会開催報告	
 
国際ロータリー第２５６０地区	
 

長岡西ロータリークラブ	
 会長	
 

佐藤	
 敏文   
	
 

	
 この度、長岡西ロータリークラブの創立 30 周年記念例会、記念祝賀会を開催する
にあたりお忙しい中、長岡市長	
 森民夫様、長岡商工会議所会頭	
 丸山	
 智様はじめ

鈴木ガバナー、パストガバナーの皆様、そして山﨑エレクト、佐々木ノミニー、スポ

ンサークラブ長岡東クラブの杉本会長、創立に関わり当時を知る長岡東クラブ重鎮の

メンバーの皆様、春の嵐ならぬ悪天候にも拘わらず遠い処長岡まで足をお運び頂きま

した大勢のロータリアンの皆様からご臨席、頂きまた丁重なる御祝辞を賜りこの場を

お借りし厚く御礼を申し上げます。 
	
 これも一重に皆様方よりのご指導、御鞭撻の賜物と感謝致しておる次第です。 
 
	
 祝賀会の前に記念例会を鈴木ガバナーはじめ御来賓のロータリアンの皆様と私共

だけで行わせて頂きました。引き続き、記念祝賀会の方は会場を移し、御来賓のお客

様と大勢のロータリアンの皆様をお迎えし盛大に開く事できました。 
	
 先ずオープニングミニコンサートとしまして、長岡市出身、日本を代表するフルー

ト奏者	
 小山裕幾氏の演奏を３曲お聴き頂き好評を得ました。 
	
 記念事業として長岡市へ当クラブ日本画家浦上義昭氏の絵画 8 点と社会福祉協議
会への寄付、森市長へ目録を贈呈させて頂きました。 
	
 最後になりましたが、当日の天候によりご臨席叶わなかったロータリアンの皆様に

も感謝申し上げ、御礼とさせて頂きます有難うございました。 
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新潟中央ロータリークラブ創立 20 周年記念について	
 

国際ロータリー第２５６０地区	
 	
 

新潟中央ロータリークラブ	
 会長	
 

大野	
 雅弘  
 
 平成 25年 4月 6日に新潟市の ANNクラウンホテルにおいて、新潟中央ロータリークラブ創立
20周年記念式典を国際ロータリー第 2560地区鈴木ガバナーをはじめ多数のパストガバナー、姉
妹クラブである韓国のソウルコリアナロータリークラブ、スポンサークラブの新潟北ロータリー

クラブ、友好クラブの小千谷ロータリークラブ、群馬の太田中央ロータリークラブ、さらには先

輩クラブの皆様そしてそのご家族のご臨席のもとで、新潟中央ロータリークラブの 20周年を迎え
ました。出席されたロータリークラブは県北の村上ロータリークラブから県南は糸魚川中央ロー

タリークラブにいたる 35 のロータリーから合計 225 名の出席者をお迎えしました。この多くの
ロータリアンの皆様方の出席のもとで当クラブの 20 周年を迎えることが出来たのは会員一同に
とりましてこの上ない大きな喜びであり、ご出席の皆様方のご好意とご友情に心から感謝申し上

げます。 
	
 今から 20 年前の 1993 年 2 月に新潟中央ロータリークラブは、国際ロータリーの認証を受け、
新潟北ロータリークラブをスポンサークラブとして旧新潟市で 6 番目のクラブとして、チャータ
ーメンバー45名で発足致しました。その時の会員の平均年齢は 41.5歳の若いクラブでした。 
	
 それから 20 年たちました。20 年といいますと人では成人の仲間入りをするで、成人としての
義務と責任を自覚して立派な大人になっていく、いわば、成長から成熟への重要な節目に当たり

ます。 
	
 当クラブの創立 20周年も人の成人と同じようにこれからは、成長から成熟する重要な節目に当
たります。 
	
 この 20年を振り返って見ますと、バブルの崩壊に伴う経済状況の悪化や会員の高齢化などで、
最大会員数は一時、57名でありましたが、会員数はその後、減少の一途をたどり、現在ではチャ
ーターメンバーの数のほぼ半分の 24名となり、会員の平均年齢も高くなりました。 
	
 創立以来、当クラブは新潟市内の県立向陽高校のインターアクトとともに毎年 12月のクリスマ
スの頃に献血キャンペーンを積極的に支援してきました。 
	
 社会奉仕としまして新潟市の亀田にある特別養護老人ホーム「向陽の里」への支援をしてきま

した。今回の 20周年記念事業として向陽の里へ車椅子などの介護用品一式を寄贈させていただき
ました。 
	
 当クラブで支援した米山奨学生は韓国、中国、マレーシア、モンゴルなどのアジアを中心にさ

らには東ヨーロッパのアルバニアの皆様を支援して現在まで 12名になります。 
	
 ところで皆さん話はかわります・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
お金は人生にとりまして極めて大切なものです。そのお金に関して、中国人はうまい事を言って

います。すなわち、お金には４つの楽しみがある。お金には４つの楽しみを持っている。 
	
 その１つはお金を儲ける楽しみです。仕事をしてお金を儲けることは楽しいことであります。2
つ目の楽しみはお金が貯まる楽しみです。お金が少しずつ貯まっていく、貯金通帳の残高が少し

ずつ増えていくことは楽しいことです。そして 3 つ目の楽しみはお金を使う楽しみです。お金を
使って美味しい物を食べたり、好きな着物を着る事が出来ます。お金を使って楽しい旅行にも行

けます。お金を使うことは人生において多くの楽しみを経験させてくれます。 
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 そして最後４つ目のお金の楽しみは何でしょうか？・・・それはお金を残す楽しみです。・・・

果たしてそうですか？・・・お金を残す楽しみですか？・・・それは違います！！・・・お金を

残すということはお金の楽しみどころかお金を苦しみに変えます。 
	
 西郷隆盛も言っているでしょう。「子孫に美田を残さず」お金を子孫に残すと子孫に自立心が亡

くなり、残されたお金がトラブルの原因になりやがて醜い骨肉の争いになることはよくあること

です。 
	
 最後の４つ目のお金の楽しみは・・・それは、お金を寄付する楽しみだそうです。決して、お

金を残す楽しみではありません。 
	
 いい人生を送るという事はこの４つのお金の楽しみの順番を間違わないことです。そして、こ

のお金の４つの楽しみのバランスをうまくとることが重要だと思います。 
	
 お金を貯めていただけではただ単なる守銭奴、けちであります。また、お金を使うだけではた

だ単なる浪費家であります。 
	
 ロータリーというところはお金の最後の楽しみであるお金を寄付する楽しみをより効率よくや

ってくれるところだと思います。 
	
 最後のお金の楽しみであるお金を寄付する楽しみをより効率よくやってくれるところだと思い

ます。 
	
 最後のお金の楽しみであるお金を寄付する楽しみを、他の 3 つの楽しみとうまくバランスをと
ってやる人を「真のロータリアン」だと思います。 
	
 今回の当クラブの創立 20周年のコンセプトは「明日の奉仕へ羽ばたく」であります。 
	
 陸上の３段とびになぞらえるとホップは 10 年目、ステップは 15 年目でこの 20 年目はジャン
プと考えています。本日が、次なる 10 年、20 年へと力強く明日へ向かってジャンプ、すなわち
明日の奉仕に向かって羽ばたいていきたいと思います。 
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小千谷ロータリー混声合唱クラブの紹介	
 
	
 

国際ロータリー第２５６０地区	
 

	
 小千谷ロータリークラブ	
 国際奉仕委員長	
 

小田島	
 美智子	
 

	
 

平成 18 年暮、老化防止とクラブ活動を目的に「歌好き」が集まり結成。7年目に突

入しました。ロータリークラブの地域への広報と社会奉仕活動の一環として高齢者施

設等への「出前コンサート」を平日の午後、２か月に 1・2回程度実行しています。	
 

施設では「やがて行く道、来る所？」とメンバー全員、心を込めて 10 曲程熱唱！	
 

普段は無口な人、寝たきりの人も拍手をしながら懐かしい唱歌を一緒に歌います。	
 

メンバーは握手やリクエスト攻めに？まるで「歌手気分？」。感動!(^^)!です。	
 

最近では各所から「出前要請」も増えて参りました。	
 

ここまで辿り着けた？のは	
 ひとえに新野先生の指導力と諦めない根気強さ！そし

て何よりメンバーの真面目さ！風雪に耐え、各種の誘惑にも負けず月 2、3回、19 時

半過ぎ～老眼鏡で譜面を追い、冷や汗を拭きつつ、新野先生の叱咤激励に耐えて来た

からこそ！メンバーは目下のところ男性９名・女性３名+準会員 2名。（既に出番は 42

回）	
 

高齢化も進んで参りましたが可能な限り頑張って歌い続けます。	
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『小さいながらも固い結びつきで』 
 

国際ロータリー第２５６０地区	
 

越後魚沼ロータリークラブ 
幹事	
 坂田	
 明 

 
我が越後魚沼ロータリークラブは、1996年 5月雪国魚沼ロータリークラブ(南魚沼)
をスポンサークラブに設立され、17 年を迎えます。設立当時に比べるとメンバーは
半減しましたが、奉仕の精神・信頼・友情は変わることはありません。 
現在、他団体と協力しながら無理の無い範囲で様々な活動を行っています。 
また、地域文化活動への支援として、小出郷文化会館や市内で開催される各種イベン

トへの主催・後援・協賛を行っています。 
そして今年も 5月 19日(日)に行います、2013年春の宵コンサート『シャンソンの
夕べ』は今回で 4回目となります。この事業は、当クラブメンバーの『思い』がある
コンサートです。地域の皆様には大変喜んで、そして楽しみにしていただいてます。

我々メンバーも色々難儀もありますが、その分皆さんに喜んでいただける･･･これが

嬉しいですね。 
『楽しくなければロータリーじゃない』という、我がクラブ紹介でした。 
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国際ロータリー第２５６０地区　鈴木ガバナー事務所
  〒940-0066　長岡市東坂之上町１丁目２－１ 長岡グランドホテル５階（百合の間） 
ＴＥＬ／ 0258-89-7041　ＦＡＸ／ 0258-89-7043 　E-mail： s.suzuki@rid2560niigata.jp 

Rotary International
District 2560


